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これから化学物質管理に携わる方へ

●化学物質管理とは何か？その全体像をつかむことが出来る。
●化学物質のリスク評価・リスク管理に欠かせない「リスク」の考え方を身につけられる。
●TSCA、REAC・CLP、化審法をはじめ、国内外の管理制度、法規制の仕組みを時系列、対照的に理解できる。
●EMASやISO14001、環境マネジメント監査スキームの仕組み、要求されているものがわかる。
●ストックホルム条約、ロッテルダム条約、バーゼル条約、水俣条約などの国際条約が目指す理念と、それらが化学物質管理にどのように関係してくるのかを概括できる。
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